第１２回7/15,17の講義に関する質問・意見と回答

－質問はできるだけ授業中か授業後に直接どうぞ。

7/15

＊地球の名前は、「地球」ではなく「水球」にすべきです。
　表面だけで考えればそうですね。体積比で考えるなら、岩球か、石球ですかね。中心は鉄球ですが。

＊かつて中国で長安や洛陽などの王朝の都が置かれたことは、水の循環と関係がありますか？
　地図で見てください。いずれも黄河の本流か、支流に面したところに形成された都市ですね。

＊一番良いのはどこの水ですか？
　生まれ育った土地の水じゃないかな。その水で自分が育ったことを考えたら、愛着が湧くじゃないですか。

＊水は循環するということは、地球規模で考えると水はなくならないのですか？（同様一通）
　基本的にはなくなりません。大気上層で紫外線による光分解が起きて、水蒸気の一部が水素と酸素に分かれ、水素が大気圏外に逃げていくと考えられますが、その量はごくわずかです。一方、彗星の破片のような雪玉が地球に落ちてきて、水を供給している可能性もありますが、その量もわずかです。ですから、地球を水の出入りに関して閉じた系と考えても問題ないでしょう。

＊流れだし、生物の体内に入ったミネラルはもう循環の輪の中には入らないのですか？
　生物は排泄物も出せば、死んで土に還りますよね。汗もしょっぱいでしょう。ですから、生物の中に蓄えられたミネラルも、一時的なものです。常に入れ替わり、次の生物に使われ、岩石に閉じこめられ、風化によりまた生物の循環のサイクルに戻っていきます。我々の身体は、地球からの借り物でできているのです。

＊上原さくらも台本通りに話しているのですか？
　興味が湧くとアドリブも入りますが、基本的には台本通りでした。彼女が目を輝かせて質問するように話や材料を工夫するのが我々の仕事でした。

＊今は、スーパーなどで世界中の水が売っています。中には５００円くらいする水もありましたが、水の種類によってはそんなに価値のあるものなんですか？
　輸送費とブランド料でしょう。値段に意味があるとは思いません。むしろ、輸送や加工にかかるコスト、石油消費を考えると、世界中の水を集めることは愚かな行為のように思います。地元の安全な水を売るならともかく。

＊人間も光合成ができたらいいですね。
　そう思います。

＊今度から水道水を飲みます。
　外国では、その土地の水道水の安全に不安がある場合は、水を買ってくださいね。

＊どういう定義で地域区分をした際にアマゾンの生物数が世界一と言えるのですか？
　地域区分をどう分けてもいいですが、単位面積あたりで考えても生物多様性が世界一というのは、僕は信じますけどね。なにせ、未知の種がどんどん出てくるようですし、たぶん地球最後の秘境ですね。

＊岡山先生の事、好きじゃないんですね。
　そんなことはありません。尊敬しています。ただちょっと苦手なだけです。

＊もし、地上に山脈がなく平原だけになったら、環境はどうなりますか？
　降水量がかなり減りそうですね。降水量分布はかなり変わって、風向きと海からの距離にコントロールされるでしょうか。

＊中国の土地は黄河によって運ばれた土砂からつくられたものなのですが、中国の地盤は他の地盤と比べるとあまり良い地盤ではないんでしょうか？
　黄土高原の話であって、全域がそういう地質だというわけではありません。地盤としては、特に悪いとは思いませんが。軟弱な地盤があるとすれば、黄河などの下流域、ここ１万年に堆積した沖積平野が心配ですが、大陸なので薄く土砂が乗っているだけで、液状化などの心配は日本ほどしなくていいでしょう。むしろ、内陸の活断層の方が災害対策としては無視できない気がします。

＊先生の自虐キャラ面白いです。TVの裏側が聞けるのも楽しいです。
　どういうわけか、拾われてこの大学にいますが、職もなく学位もなしに大学の研究室を追い出され、アルバイトで食いつないでいた時期はそれなりにつらかったのですよ。自分を信じていたから、そして、支援してくれる周囲の人々に恵まれたから、なんとか生き抜くことができました。テレビの仕事をしているときは、当時は毎日夢中で仕事していたので感じませんでしたが、今思うと挫折してダメになる危険もあった気がします。自虐ネタで笑い飛ばせたから耐えられたのかもしれません。つらいときに世話になった人への恩義は忘れることができません。

＊H2O（真水）の味ってどんな味ですか？おいしいですか？
　化学実験室に蒸留水があるので、飲んでみてください。おいしくないですよ。おいしい水の条件は、講義プリントで紹介した本に書いてありますが、適度なミネラルの含有が必要なようです。

＊タンポポも根が長いので、砂漠で生存させることはできますか？
　どうだろう。根が長ければ乾燥に適応できるかというと、それだけじゃなくて、ちょっと難しいんじゃないかな。

＊都市がとても多くなると水循環はどうなるか？
　どうなると思いますか？

＊日本人に適した水はやはりその地域のものに限られるのでしょうか？
　そういうことはなくて、日本の水でもけっこう地域差は出ます。一般に軟水だというだけで、石灰岩地域の水では硬水もありますし、例外はあります。結局、「日本人に適した水」なんてのはないんじゃないかな。

＊先生が今まで飲んだ水で一番おいしかった水はなんですか？
　一番おいしかった、というのはどうかわからないけれど、フィジーの雨季の調査で、汗だく、どろどろになって帰ってきたときに、タワタワンジ村の簡易水道で飲んだ水は冷たくてうまかったなあ。

· 先生は講義中、「冗談言ってもみんなはしらける。みんな冷たい」みたいなことを言っていましたが、違います。みんな心の中では笑っているのです。ぼくもそうです。後期も本気で萩谷先生の授業を取ろうと思っているぐらいおもしろいので、へこまないでください。ちなみに、他の学科のリアクションはどうなのですか？

　どのクラスも反応が薄いですね。学芸大でも授業を持っていますが、あまり反応はありません。数年前はもうちょっと反応があったと思うのだが、学生との年齢差が開くにつれて、世代間のギャップが大きくなってきたのかな。

　心の中で笑うのではなく、表に出して笑ってくれていいのですがねえ。目が合わないように下を向くのは止めてください。何のために松井菜桜子さんの特別講義を組んだのか、その意図を汲んでくださいね。
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